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Ⅶ 計画の達成状況の評価 

１．計画の推進と評価 

（１）評価と検証の体制 

計画の施策の進捗確認、効果の検証や改善策の検討については、「焼津市地域公共

交通会議」の場で実施します。地域公共交通会議の参加者は公共交通の活性化に向け

て、役割を認識し、積極的な議論を行います。 

また、社会情勢の変化に応じて実施スケジュールや実施施策について見直しが必

要な場合は、上位計画との整合性を図りながら計画の見直しを行っていきます。 

 

（２）評価の方法及びスケジュール 

計画の目標には成果指標を定め、毎年度、地域公共交通会議で評価・検証を行いま

す。目標値が達成できていない場合は、その要因を分析し、改善策を検討するＰＤＣ

Ａサイクル（計画→実行→評価→改善）により実施します。 

 

 

ＰＤＣＡサイクルのスケジュール 
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２．計画の成果指標 

本計画の方針を実現するため、各目標に関連する指標を以下のとおりとします。 

 

目標 
利用者需要や地域ニーズに 

的確に対応した公共交通の整備 

指標 

１ 

公共交通利用者数 

コロナ禍前 現状 

 

 

目標値 

(令和元年度) (令和５年度) (令和 10年度) 

10.5回/人 9.7回/人 10.8回/人 

【算出方法】 

自主運行バスとデマンドタクシー、民間路線バス６路線の年間利用者

数を、人口で割った値。 

【目標値の考え方】 

利用者数は現状ではなく、コロナ禍前を基準とし、地域公共交通網形

成計画の目標値を継続します。 

 

 

目標 
まちづくりと連携した幹線軸と支線による 

公共交通ネットワークの形成 

指標 

２ 

自主運行バス平均収支率 

コロナ禍前 現状 

 

 

目標値 

(令和元年度) (令和５年度) (令和 10年度) 

16.9％ 13.9％ 17.0％  

【算出方法】 

自主運行バス２路線の収支率（合計運賃収入÷合計運行経費）を算出

する 

【目標値の考え方】 

収支率は現状ではなく、コロナ禍前を基準とし、維持することとしま

す。 

大井川西部循環線分を除く 
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目標 
まちづくりと連携した幹線軸と支線による 

公共交通ネットワークの形成 

指標 

３ 

デマンドタクシー利用者数 

現状 

 

 

目標値 

(令和５年度) (令和 10年度) 

3,384人 3,550人  

【算出方法】 

デマンドタクシー３地区の年間利用者数 

【目標値の考え方】 

令和５年度から５％の増加を目標値とします。 

 

 

目標３ 結節点における乗り継ぎ利便性や結節機能の向上 

指標 

４ 

結節点（主要拠点）におけるバス利用者数 

コロナ禍前 現状 

 

 

目標値 

(令和元年度) (令和５年度) (令和 10年度) 

2,461人 2,170人 2,585人  

【算出方法】 

結節点（焼津駅・西焼津駅・市立総合病院・大井川庁舎）におけるバ

ス利用者数（６月の利用者数） 

【目標値の考え方】 

利用者数は現状ではなく、コロナ禍前を基準とし、５％の増加を目標

値とします。 
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目標 
交通事業者、地域住民、行政の協働による 

公共交通の利用促進 

指標 

５ 

地域による検討組織の数 

現状 

 

 

目標値 

(令和５年度) (令和 10年度) 

３箇所 ４箇所 

【算出方法】 

地域公共交通会議、大井川分科会、デマンドタクシー検討の地域協議会

などの公共交通について協議する組織の数 

【目標値の考え方】 

現状の３箇所から、新たに１組織の設立を目標値とします。 

 

 

目標 
交通事業者、地域住民、行政の協働による 

公共交通の利用促進 

指標 

６ 

公共交通の利用促進イベント等の実施回数 

現状 

 

 

目標値 

(令和４年度) （令和５年度） (令和 10年度) 

31回  37回 31回 

【算出方法】 

バスに乗って地域再発見の旅、デマンドタクシー出前講座、体験乗車会

などの実施回数 
 

【目標値の考え方】 

令和４年度の実施回数を継続します。 
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巻末 運行系統・補助に関すること  

１．地域の公共交通における各運行系統の位置付け・役割 

役割 確保維持策

東海道本線 都市拠点から市外への広域交通を担う
交通事業者により一定
以上の運行水準を確保
する。

五十海大住線
西焼津駅と市立総合病院、静岡福祉大学などの拠点を連
絡する。また、藤枝市清里への広域交通を担う。

焼津岡部線
焼津駅を発着地とし、東益津地区の拠点を連絡する。ま
た、藤枝市岡部地区への広域交通を担う。

藤枝吉永線
大井川地区の各拠点と藤枝駅までの連絡をする。また、
藤枝市立総合病院などへの広域交通を担う。

藤枝相良線
大井川西部地区の拠点から藤枝駅を連絡する。また、藤
枝市、吉田町、牧之原市への広域交通を担う。

一色和田浜線
焼津駅を発着地として、市立総合病院、一色・和田浜地
区の各拠点を連絡し循環する路線。朝夕は通勤・通学、
日中は通院・買い物に利用されている。

焼津大島線
焼津駅を発着地として、市立総合病院、大井川庁舎ま
で、市内の各拠点を連絡する路線。朝夕は通勤・通学、
日中は通院・買い物に利用されている。

五十海大住線
（一部系統）

地域間幹線に含まれない系統。西焼津駅と市立総合病
院、静岡福祉大学などの拠点を連絡する。

藤枝吉永線
（一部系統）

地域間幹線に含まれない系統。飯淵から大井川地区の拠
点と藤枝駅までを連絡する。

焼津循環線 焼津駅を発着地とし、市内各拠点を循環して連絡する。
県の補助事業を活用
し、持続可能な運行を
行う。

大井川焼津線
焼津駅と大井川庁舎を発着地とし、市立総合病院などの
拠点を連絡し、沿岸部の移動を担う。

大井川地区
デマンドタクシー

大井川地区内の移動を担い、大井川庁舎や清流館高校で
幹線と接続し、地区外への移動も担う。

焼津IC周辺地域
デマンドタクシー

越後島地区から焼津駅までを連絡し、周辺目的地への移
動を担う。

大島三和地区
デマンドタクシー

大島三和地区から市立総合病院までを連絡し、拠点への
移動を担う。

県の補助事業を活用
し、持続可能な運行を
行う。

地域公共交通確保維持
事業（フィーダー補
助）を活用し、持続可
能な運行を行う。

広域幹線

地域間幹線

地域公共交通確保維持
事業（幹線補助）の活
用と、関係市町との協
調補助で持続可能な運
行を担う。

市の補助事業により、
持続可能な運行を行
う。

幹線

支線
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２．補助系統に係る事業及び実施主体の概要 
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系統名
（路線名）

起点 経過地 終点
事業許可
区分

運行態様 実施主体 補助事業の活用

焼津循環線 焼津駅
アクアスやいづ・市

立病院・西焼津駅 焼津駅 ４条乗合
路線定期
運行

焼津市(運行は交
通事業者に委託)

県補助

焼津循環線 焼津駅
市役所・市立病院・

西焼津駅・総合福

祉会館
焼津駅 ４条乗合

路線定期
運行

焼津市(運行は交
通事業者に委託)

県補助

焼津循環線 焼津駅
西焼津駅・市
立病院・アクア
スやいづ

焼津駅 ４条乗合
路線定期
運行

焼津市(運行は交
通事業者に委託)

県補助

焼津循環線 焼津駅
総合福祉会館・西

焼津駅・市立病院・

市役所
焼津駅 ４条乗合

路線定期
運行

焼津市(運行は交
通事業者に委託)

県補助

焼津循環線 焼津駅
総合福祉会
館・西焼津駅 中根新田 ４条乗合

路線定期
運行

焼津市(運行は交
通事業者に委託)

県補助

焼津循環線 中根新田
市立病院・竪小路

団地・市役所 焼津駅 ４条乗合
路線定期
運行

焼津市(運行は交
通事業者に委託)

県補助

焼津循環線 中根新田
西焼津駅・文
化センター 焼津駅 ４条乗合

路線定期
運行

焼津市(運行は交
通事業者に委託)

県補助

大井川焼津線
大井川
庁舎

吉永・市立病
院 焼津駅 ４条乗合

路線定期
運行

焼津市(運行は交
通事業者に委託)

フィーダー補助

大井川焼津線
大井川
庁舎

吉永 市立病院 ４条乗合
路線定期
運行

焼津市(運行は交
通事業者に委託)

県補助

大井川焼津線 焼津駅
市立病院・吉
永

大井川
庁舎

４条乗合
路線定期
運行

焼津市(運行は交
通事業者に委託)

フィーダー補助

大井川焼津線 市立病院 吉永
大井川
庁舎

４条乗合
路線定期
運行

焼津市(運行は交
通事業者に委託)

県補助

焼津ＩＣ周辺地域デ
マンドタクシー 大覚寺

越後島・大村
公民館

焼津駅
北口

４条乗合 区域運行 焼津市(運行は交
通事業者に委託)

県補助

大井川地区
デマンドタクシー

つつじ平 大井川庁舎
水産加工
センター

４条乗合 区域運行 焼津市(運行は交
通事業者に委託)

フィーダー補助
申請予定

大島・三和地区
デマンドタクシー 大島下 大富三和

焼津市立
病院

４条乗合 区域運行 焼津市(運行は交
通事業者に委託)

県補助
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３．地域公共交通確保維持事業の必要性 

地域間幹線 

五十海大住線は、市内外の拠点間を連結し、市立総合病院への通院、静岡福祉大学への通

学、藤枝市への広域移動や、経由する西焼津駅での鉄道との連結による観光、ビジネスなど

多様な目的で利用され、公共交通ネットワークを構築する上で重要な役割を担っている。 

 焼津岡部線は、焼津駅を発着地として藤枝岡部地区まで結ぶ広域交通であり、通勤通学、

通院、買い物等の日常生活だけでなく、焼津駅で鉄道や他の幹線や支線と接続することで観

光、ビジネスなど多様な目的で利用され、公共交通ネットワークを構築する上で重要な役割

を担っている。 

 藤枝吉永線は、大井川地区飯淵から藤枝駅を経由し藤枝市立病院まで市内外の拠点を結ぶ

広域交通であり、通勤通学、通院、買い物等の日常生活だけでなく、藤枝駅で鉄道や他の幹

線や支線と接続することで観光、ビジネスなど多様な目的で利用され、公共交通ネットワー

クを構築する上で重要な役割を担っている。 

 藤枝相良線は、大井川西部地区の拠点から藤枝駅を連絡するだけでなく、藤枝市、吉田町、

牧之原市への広域交通を担っており、通勤通学、通院、買い物等の日常生活だけでなく、焼

津駅で鉄道や他の幹線や支線と接続することで観光、ビジネスなど多様な目的で利用され、

公共交通ネットワークを構築する上で重要な役割を担っている。 

 一方で、これらの路線は事業者の運営努力と関係市町の支援だけでは路線の維持が難しく、

地域公共交通確保維持事業により、運行を確保、維持する必要がある。 

 

 

地域内フィーダー系統 

 大井川焼津線は、大井川庁舎、市立総合病院、焼津駅の拠点間を連絡し、大井川地区東部

と小川地区の沿岸部を運行する路線であり、地域住民の日常的な通勤や通院、買い物におけ

る交通手段として役割を担っている。また、市立総合病院で五十海大住線と接続し、西焼津

駅や藤枝市への広域的な移動が可能で、地域間幹線系統を補完する欠かせない路線である。 

大井川地区デマンドタクシーは、地区全域を運行している予約型の乗合タクシーで、地区

内の通院や買い物への利用、大井川庁舎で焼津大島線へ接続することで市立総合病院への通

院や焼津駅への交通手段として役割を担っている。また、清流館高校で藤枝吉永線及び藤枝

相良線と接続し、藤枝駅方面への広域的な移動が可能で、地域間幹線系統を補完する欠かせ

ない路線である。広域的な移動も可能であり、大井川地区デマンドタクシーは藤枝駅方面、

焼津大島線との接続による焼津駅方面への交通手段として役割を担っている。 

 一方で、自治体や事業者の運営努力だけでは路線の維持が難しく、地域公共交通確保維持

事業により、運行を確保、維持する必要がある。 
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地域間幹線とフィーダー系統状況図 
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幹線（民間路線バス）への［市の補助額］推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

支線（自主運行バス・デマンドタクシー）への［国・県の補助額］推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（単位：千円） 

（単位：千円） 

国のフィーダー系統補助について、R1は地域公共交通網形成計画策定により補助額が増額した。 

R2～R4は、コロナ過による追加支援が実施された。 


